
整備場所に出現したムラサキミミカキグサ

湿原内に分布する木本群落

　兵庫県三田市には皿池湿原と呼ばれる素晴ら

しい湿原群 （9 つの湿原） があります。 皿池湿

原は兵庫県版レッドデータブック （植物群落）

の A ランクおよび三田市版生態系レッドデータ

ブックの A ランクに指定されています。 湿原の

総面積が他の湿原よりもかなり大きいことや絶滅

危惧種に指定されている動植物の種数が非常

に多いことなどが高く評価されています。 皿池

湿原では絶滅危惧植物であるサギソウ、 トキソ

ウ、 ムラサキミミカキグサ、 カキラン、 ミカヅキ

グサなどや、 絶滅危惧昆虫であるハッチョウトン

ボ、 ヒメタイコウチが数多くみられます。 しかし、

皿池湿原では様々な問題 （遷移の進行に伴う

ヌマガヤ群落 ・ネザサ群落 ・木本群落の拡大、

周辺部に広がる放置里山林の照葉樹林化など）

が進行しており、 湿原面積の縮小や生物多様

性の減少、 湿原景観の悪化などが危惧される

状況にあります。 当プロジェクトでは、 このよう

な問題の解決に向けた取り組みを三田市と連携

しながら進めています。 これまでの主な活動内

容は下記のとおりです。

ヌマガヤ群落の刈り取り実験
　皿池湿原ではヌマガヤ群落の拡大が進行して

います。 湿原の生物多様性を維持するために

はヌマガヤ群落の拡大を抑制する必要がありま

す。 そこで、 この群落の刈り取り実験を実施し、

その後の変化を追跡調査しました。 その結果、

ヌマガヤ群落は夏季の刈り取りで急速に衰退す

ることがわかりました。 また、 地下水位の高い

立地ではヌマガヤ群落の衰退後に湿原生植物

の種多様性が急速に回復することなども明らか

となりました。

木本群落の除去
　皿池湿原の内部および周辺部では木本類が

増加傾向にあり、 湿原の樹林化が進行してい

ます。 そこで、 樹林化を抑制するための整備

を 2014 年度に実施しました。 湿原は 9つあり

ますが、 予算の都合により、 この年度の整備

は面積が最も大きい湿原だけを対象としました。

具体的には、 この湿原の内部に分布する木本

群落を皆伐すると共に、 堆積した土壌の掘り取

りを行いました。 整備により湿原内の木本群落

は完全に消滅し、 その代わりにまとまった面積

の裸地が湿原内に出現しました。 湿潤な裸地

は湿原生植物の新たな生育場所として機能する

ことが予想されます。 この予想を確かめるため

に、 2015 年度に整備場所の追跡調査を実施し

たところ、 整備後に確認された湿原生植物の種

数は 25 種と整備前の 11 種よりも大幅に増えて

いました。 種数は今後もさらに増加していくと考

えられます。 2016 年度以降も追跡調査を続け

ていく方針です。
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